
スキャン 設計 ボクシング 重合 スライス処理 サポートカット 適合調整 バイト調整 形態修正 研磨 製作時間

アナログ（基準） 16 6 15 10 10 10 67

デジタル① 5 14 5 5 0 9 9 47

デジタル② 5 14 5 5 0 9 9 47

デジタル③ 5 14 5 5 0 9 9 47

デジタル④ 5 14 5 5 適合不良 測定不能 測定不能 測定不能

デジタル⑤ 5 14 5 5 適合不良 測定不能 測定不能 測定不能

デジタル⑥ 5 14 5 5 適合不良 測定不能 測定不能 測定不能

デジタル⑦ 5 14 5 5 適合不良 測定不能 測定不能 測定不能

【結論】

デジタル技術を活用したスプリント製作における
効率化と適合精度の検証
〇佐々木 敦，篠原 宏明，伊藤 泰範
株式会社シケン（中国・四国支部）
Efficiency Improvement and Fit Accuracy Evaluation in Splint 
Fabrication Using Digital Technologies
Sasaki A ,Shinohara H, Ito Y

デジタル法はアナログ法と比較して作業時間を大幅に短縮し,中央配置では高い適合精度が得られたことから,効率性と再現性の

両面で有用な製作手法であると確認された.一方,LCD方式では造形位置により精度差が生じやすく,外周部で誤差が大きくなる傾

向が示された.したがって,臨床応用においては造形位置の最適化が重要であり,光学特性の異なるDLP方式を含むさらなる装置比

較により,より高精度な製作条件の確立が期待される.
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With the digitalization of dental care, the fabrication of splints using Class II medically approved resin and 3D 
printers has become feasible. As the number of dental technicians continues to decline, there is an increasing need to 
establish a manufacturing method that achieves both efficiency and precision. This study compared and evaluated the 
efficiency and fitting accuracy of splints fabricated by analog and digital methods.

歯科医療のデジタル化に伴い,クラスⅡ薬事認可樹脂と3Dプリンターを用いたスプリント製作が可能となっている.歯科技工士の減
少が進む現状において,効率化と精度を両立した製作手法の確立が求められる.本研究では,アナログ法およびデジタル法によるス
プリント製作の効率性と適合精度を比較・検証した.

【目的】

【材料と方法】

【結果と考察】

基準模型(MM)を用い,本検証の製作時間および適合精度の基準となる試験体を矯正用レジン(オーソパレット,松風)によりアナログ法
で1個製作した.歯科用スキャナー(FREEDOM X5,株式会社DOF)を用いて基準模型をスキャンし,CADソフトウェア(exocad,exocad社)に
て設計を行った.デジタル試験体は,3Dプリンター(SmaPri Sonic 4K LL,有限会社サットシステム)およびクラスⅡ薬事認可樹脂(DH 
Print スプリント＆ガイド,デンケン・ハイデンタル株式会社)を用いて製作し,試験体数は n＝7 とした.3Dプリントでは,造形プ
ラットフォーム上の配置位置により精度差が生じると報告されているため,全試験体で異なる造形位置を設定した.適合精度の評価に
おいては,アナログ法では重合直後,デジタル法では造形直後の試験体内面をスキャンした.基準模型(MM)のスキャンデータ上で設計
した試験体内面データを模型表面データとして使用し,各試験体(n＝7)の内面データを重ね合わせてカラーチャートで適合精度を評
価した.
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デジタル法はアナログ法に比べ作業時間が約30％短縮され,作業効率の向上が確認された.ただし,図6-④⑤⑥⑦に示すように調整
を行うも目標適合に至らず測定を断念した.適合精度では,中央配置(図5-①)が最も高い適合精度を示し,左右配置(図5-②③)も良
好な適合が得られた.一方,四隅配置(図4-④⑤⑥⑦)についてはばらつきが大きく,外周に向かうほど精度低下が顕著であった.本プ
リンターは導入コストのパフォーマンスと造形速度を優先しLCD方式を採用したが,LCD方式特有の光量分布の影響により造形位置
によっては局所的影響が強く生じている.これはLCD方式の構造に起因するものと考えられる.なお,光学的均一性が高いDLP方式を
用いた場合,異なる精度傾向を示す可能性がある.これらの結果から,デジタル法は効率性と再現性の両面で有用であるが,LCD方式
では造形位置の最適化が精度確保に重要であると考えられる.
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